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(57)【要約】
【課題】　より簡便に、滅菌装置が内視鏡の機種に適合
しているか否かを確かめることができる、内視鏡システ
ム、内視鏡装置及び情報表示方法を提供する。
【解決手段】　内視鏡システム１は、内視鏡３に設けら
れた第１通信装置１５と、滅菌装置５に設けられ、第１
通信装置１５と通信を行う第２通信装置６２と、第１通
信装置１５と第２通信装置６２を経由して受領した内視
鏡３の機種情報Ｘを基に、内視鏡３が滅菌装置５に適合
しているか否かを適合情報Ｙとして判定する情報処理装
置６１と、適合情報Ｙを表示する表示部６３と、内視鏡
３に設けられ、第２通信装置６２と第１通信装置１５を
経由して受領した適合情報Ｙを記憶する記憶手段１７と
、を備えた。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡と、
　前記内視鏡に設けられた第１通信装置と、
　滅菌装置と、
　前記滅菌装置に設けられ、前記第１通信装置と通信を行う第２通信装置と、
　前記滅菌装置に設けられ、前記第１通信装置と前記第２通信装置を経由して受領した前
記内視鏡の機種情報を基に、前記内視鏡が前記滅菌装置に適合しているか否かを適合情報
として判定する情報処理装置と、
　前記滅菌装置に設けられ、前記適合情報を表示する表示部と、
　前記内視鏡に設けられ、前記第２通信装置と前記第１通信装置を経由して受領した前記
適合情報を記憶する記憶手段と、
　を備える、内視鏡システム。
【請求項２】
　前記内視鏡の使用時に前記内視鏡が外部装置に接続されることで、前記第１通信装置へ
の電源供給が遮断される、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記内視鏡と前記外部装置との接続が解除されることで、前記第１通信装置への電源供
給が行われる、請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記第１通信装置への電源供給は、前記内視鏡に配置されたバッテリーにより行われる
、請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記バッテリーは、前記内視鏡が前記外部装置に接続されることで充電される、請求項
４に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記外部装置は、制御装置を有する、請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記外部装置は、光源装置を有する、請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記内視鏡の使用時に前記内視鏡が外部装置に接続されることで、前記外部装置が前記
記憶手段から前記適合情報を読み取る、請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記外部装置は、読み取った前記適合情報が、直前に行われた前記内視鏡の滅菌が適合
していない前記滅菌装置による滅菌であることを示している場合には、前記外部装置に接
続された表示手段に警告を表示する、請求項８に記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　内視鏡に設けられ、滅菌装置に設けられた滅菌装置側通信装置と通信を行い前記内視鏡
の機種情報を前記滅菌装置に送信すると共に、前記滅菌装置側で判定された、前記内視鏡
が前記滅菌装置に適合しているか否かの適合情報を受信する、内視鏡側通信装置と、
　前記内視鏡に設けられ、前記滅菌装置から受信した前記適合情報を記憶する記憶手段と
、
　を備える、内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記内視鏡側通信装置は、前記内視鏡の使用時に前記内視鏡が外部装置に接続されるこ
とで電源供給が遮断される、請求項１０に記載の内視鏡装置。
【請求項１２】
　前記内視鏡側通信装置は、前記内視鏡と前記外部装置との接続が解除されることで、電
源供給が行われる、請求項１１に記載の内視鏡装置。
【請求項１３】
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　前記内視鏡側通信装置は、前記内視鏡に配置されたバッテリーによって電源供給が行わ
れる、請求項１１に記載の内視鏡装置。
【請求項１４】
　前記バッテリーは、前記内視鏡が前記外部装置に接続されることで充電される、請求項
１３に記載の内視鏡装置。
【請求項１５】
　前記外部装置は、前記内視鏡の使用時に前記内視鏡が前記外部装置に接続されることで
、前記記憶手段から前記適合情報を読み取る、請求項１１に記載の内視鏡装置。
【請求項１６】
　前記外部装置は、読み取った前記適合情報が、直前に行われた前記内視鏡の滅菌が適合
していない前記滅菌装置による滅菌であることを示している場合には、表示手段に警告を
表示する、請求項１５に記載の内視鏡装置。
【請求項１７】
　第１通信装置を有する内視鏡と、
　第２通信装置と、情報処理装置と、表示部とを有する滅菌装置と、
　を用意し、
　前記第１通信装置により、前記内視鏡の機種情報を前記第２通信装置に出力し、
　前記情報処理装置により、前記第１通信装置と前記第２通信装置を経由して受領した前
記機種情報を基に、前記内視鏡が前記滅菌装置に適合しているか否かを適合情報として判
定し、
　前記表示部により、前記適合情報を表示する、
　情報表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システム、内視鏡装置及び情報表示方法。
【背景技術】
【０００２】
　従来、洗浄消毒等のリプロセス処理を行って繰り返して内視鏡を使用する内視鏡システ
ムがある。内視鏡システムでは、内視鏡から識別情報を取得し、識別情報に応じてリプロ
セス処理をすることがある。
【０００３】
　例えば、特開２００５－５８４５０号公報には、内視鏡を識別する内視鏡情報と、内視
鏡の洗浄機器を識別する機器情報とに基づいて、内視鏡本体の洗浄に不適切な洗浄機器が
選択されている場合に、警告表示をする内視鏡管理システムが開示される。
【０００４】
　別の従来例である特開２００６－２９６９８２号公報には、内視鏡を収納するトレーに
設けられた無線タグから内視鏡の識別情報を読み取り、読み取った識別情報と記憶部に予
め登録されているデータとの照合を行い、記憶部に登録されていたデータと不一致である
と判定したとき、警告処理を行う、内視鏡洗浄消毒装置が開示される。
【０００５】
　別の従来例である特開２０１７－２２５７２５号公報には、電子内視鏡にＲＦＩＤタグ
が設けられ、ＲＦＩＤタグに記憶されたシリアルナンバー、洗浄消毒の履歴や条件などの
情報が近距離用リーダライタで受信され、これらの情報に基づいて、洗浄や消毒の工程や
時間が最適化されて洗浄消毒装置によって洗浄消毒を行う、内視鏡管理システムが開示さ
れる。
【０００６】
　内視鏡は、リプロセス処理が終了した後、滅菌装置に投入して滅菌処理をし、保管庫に
収納される。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－５８４５０号公報
【特許文献２】特開２００６－２９６９８２号公報
【特許文献３】特開２０１７－２２５７２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、従来の内視鏡システムでは、特に施設内に複数の内視鏡と、内視鏡の各々に適
合した滅菌種の異なる複数の滅菌装置がある場合等、誤投入しないように、内視鏡が滅菌
装置に適合しているか否かを確かめる作業が煩雑である。
【０００９】
　そこで、本発明は、より簡便に、滅菌装置が内視鏡の機種に適合しているか否かを確か
めることができる、内視鏡システム、内視鏡装置及び情報表示方法を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、内視鏡と、前記内視鏡に設けられた第１通信装置
と、滅菌装置と、前記滅菌装置に設けられ、前記第１通信装置と通信を行う第２通信装置
と、前記滅菌装置に設けられ、前記第１通信装置と前記第２通信装置を経由して受領した
前記内視鏡の機種情報を基に、前記内視鏡が前記滅菌装置に適合しているか否かを適合情
報として判定する情報処理装置と、前記滅菌装置に設けられ、前記適合情報を表示する表
示部と、前記内視鏡に設けられ、前記第２通信装置と前記第１通信装置を経由して受領し
た前記適合情報を記憶する記憶手段と、を備える。
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、内視鏡に設けられ、滅菌装置に設けられた滅菌装置側
通信装置と通信を行い前記内視鏡の機種情報を前記滅菌装置に送信すると共に、前記滅菌
装置側で判定された、前記内視鏡が前記滅菌装置に適合しているか否かの適合情報を受信
する、内視鏡側通信装置と、前記内視鏡に設けられ、前記滅菌装置から受信した前記適合
情報を記憶する記憶手段と、を備える。
【００１２】
　本発明の一態様の情報表示方法は、第１通信装置を有する内視鏡と、第２通信装置と、
情報処理装置と、表示部とを有する滅菌装置と、を用意し、前記第１通信装置により、前
記内視鏡の機種情報を前記第２通信装置に出力し、前記情報処理装置により、前記第１通
信装置と前記第２通信装置を経由して受領した前記機種情報を基に、前記内視鏡が前記滅
菌装置に適合しているか否かを適合情報として判定し、前記表示部により、前記適合情報
を表示する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、より簡便に、滅菌装置が内視鏡の機種に適合しているか否かを確かめ
ることができる、内視鏡システム、内視鏡装置及び情報表示方法を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの内視鏡装置の外観構成の一例を示
す図である。
【図２】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの内視鏡及び滅菌装置の外観構成の
一例を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの内視鏡装置の構成の一例を示すブ
ロック図である。
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【図４】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの内視鏡及び滅菌装置の構成の一例
を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの内視鏡及び情報処理装置の適合情
報記憶処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの情報処理装置のテーブルの一例を
説明するための図である。
【図７】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの情報処理装置のテーブルの一例を
説明するための図である。
【図８】本発明の実施形態に係わる、内視鏡システムの内視鏡装置の情報表示処理の流れ
の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００１６】
　（構成）
　図１及び図２は、内視鏡システム１の外観構成の一例を示す図である。図１が内視鏡装
置２を示し、図２が内視鏡３及び滅菌装置５を示す。
【００１７】
　内視鏡システム１は、内視鏡装置２、内視鏡３、本体装置４及び滅菌装置５を有する。
【００１８】
　図１に示すように、内視鏡３は、本体装置４に着脱可能に接続される。内視鏡装置２は
、被検体に使用した後、内視鏡３が本体装置４から取り外される。内視鏡３は、内視鏡リ
プロセッサによって洗浄消毒等の処理がされる。
【００１９】
　図２に示すように、洗浄消毒等の処理の後、内視鏡３は、滅菌装置５に投入され、滅菌
処理される。滅菌処理の後、内視鏡３は、次回の使用に備え、保管庫に保管される。
【００２０】
　図３は、内視鏡装置２の構成の一例を示すブロック図である。図３に示すように、内視
鏡装置２は、内視鏡３及び本体装置４を有する。
【００２１】
　内視鏡３は、滅菌ガスに耐性のあるエポキシ樹脂等を材質とした外壁を有する。内視鏡
３は、内部が外壁によって気密又は水密にされる。内視鏡３は、挿入部１１、操作部１２
、信号処理部１３、バッテリー１４、第１通信装置及び内視鏡側通信装置である通信装置
１５、プロセッサ１６、記憶手段である記憶部１７、ユニバーサルケーブル１８及びスコ
ープコネクタ１９を有する。信号処理部１３、バッテリー１４、通信装置１５、プロセッ
サ１６及び記憶部１７は、操作部１２やスコープコネクタ１９の内部に設けられる。
【００２２】
　挿入部１１は、被検体に挿入することができるように、細長形状を有する。挿入部１１
は、湾曲可能な湾曲部１１ａ（図１）を有する。挿入部１１の先端部材１１ｂには、照明
部１１ｃ及び撮像部１１ｄが設けられる。
【００２３】
　照明部１１ｃは、光ファイバＬによって導光された照明光を照明窓から被検体に照射す
る。
【００２４】
　撮像部１１ｄは、ＣＣＤ又はＣＭＯＳ等によって構成された撮像素子を有する。撮像部
１１ｄは、信号処理部１３と接続される。撮像部１１ｄは、観察窓から取り込まれた被検
体の戻り光を撮像信号Ｗに変換し、信号処理部１３に出力する。
【００２５】
　操作部１２は、挿入部１１の基端側に連設され、先端部材１１ｂから送気又は送水をさ
せる送気送水ボタン、先端部材１１ｂから吸引対象物の吸引をさせる吸引ボタン、及び、
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湾曲部１１ａを湾曲させるアングルノブを有する。
【００２６】
　信号処理部１３は、プロセッサ１６の制御の下、撮像信号Ｗの処理を行う回路である。
信号処理部１３は、画像信号線Ｓ１によって本体装置４と接続される。信号処理部１３は
、撮像部１１ｄから入力された撮像信号Ｗに、相関２重サンプリング処理を行い、デジタ
ル信号に変換し、本体装置４に出力する。信号処理部１３は、ユーザの指示入力に応じ、
撮像部１１ｄのＡＧＣゲイン、フレームレート、シャッタースピードを制御できるように
構成してもよい。
【００２７】
　バッテリー１４は、プロセッサ１６の制御の下、本体装置４から電源の供給を受けて充
電し、内視鏡３内の各部に電源を供給する回路である。バッテリー１４は、電源線Ｓ２に
よって本体装置４と接続される。
【００２８】
　通信装置１５は、プロセッサ１６の制御の下、滅菌装置５とネットワークを介して接続
し、通信を行う回路である。通信装置１５は、例えば、８０２．１１ａｄ規格による近距
離通信によって滅菌装置５と通信を行う。
【００２９】
　プロセッサ１６は、内視鏡３内の各部の制御を行う回路である。プロセッサ１６は、信
号処理部１３、バッテリー１４、通信装置１５及び記憶部１７の他、内視鏡３の各部と接
続される。また、プロセッサ１６は、制御線Ｓ３を介して本体装置４と接続される。プロ
セッサ１６の機能は、記憶部１７に記憶されたプログラムを読み込み、実行することによ
って実現される。
【００３０】
　また、プロセッサ１６は、本体装置４との信号の送受信状態に基づいて、本体装置４に
接続した接続状態、又は、本体装置４との接続を解除した接続解除状態のいずれであるか
を検知する。なお、接続状態又は接続解除状態の検知は、これに限定されず、例えば、プ
ロセッサ１６が信号処理部１３の保有パラメータを取得することによって行ってもよい。
【００３１】
　記憶部１７は、読み書き可能なフラッシュＲＯＭ等のメモリを有する。記憶部１７には
、内視鏡３の各部を制御するプログラム及びデータの他、内視鏡プログラムＡ、機種情報
Ｘ及び適合情報Ｙも記憶される。
【００３２】
　内視鏡プログラムＡは、本体装置４との接続解除状態であることを検知すると、バッテ
リー１４から通信装置１５に電源を供給する。一方、内視鏡プログラムＡは、接続状態で
あることを検知すると、通信装置１５の電源の供給を遮断する。
【００３３】
　また、内視鏡プログラムＡは、滅菌装置５を検知すると、機種情報Ｘを滅菌装置５に出
力する。
【００３４】
　また、内視鏡プログラムＡは、滅菌装置５から入力された適合情報Ｙを記憶部１７に記
憶させる。
【００３５】
　また、内視鏡プログラムＡは、接続状態であることを検知すると、記憶部１７に記憶さ
れた適合情報Ｙを本体装置４に出力する。
【００３６】
　機種情報Ｘは、内視鏡３の機種の識別情報である。機種情報Ｘは、例えば、内視鏡３の
型式番号であってもよい。
【００３７】
　適合情報Ｙは、内視鏡３が適合したか否かの情報処理装置６１による判定結果の情報で
ある。適合情報Ｙには、滅菌処理を行った日付情報、滅菌装置５の機種名が含まれてもよ
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い。
【００３８】
　ユニバーサルケーブル１８は、操作部１２に連設される。ユニバーサルケーブル１８に
は、内側に、光ファイバＬ、画像信号線Ｓ１、電源線Ｓ２、制御線Ｓ３及び各種管路が設
けられる。
【００３９】
　スコープコネクタ１９は、ユニバーサルケーブル１８の基端部に設けられ、着脱可能に
本体装置４と接続される。
【００４０】
　本体装置４は、内視鏡３の外部装置であり、主に、光源装置２１、制御装置３１及び表
示装置４１から構成される。
【００４１】
　光源装置２１は、本体側コネクタ２２及び光源制御部２３を有する。
【００４２】
　本体側コネクタ２２は、スコープコネクタ１９と接続される。
【００４３】
　光源制御部２３は、制御装置３１の制御の下、内部の光源から発生する光の光量を調整
し、照明部１１ｃに照明光を供給する回路である。光源制御部２３は、制御装置３１及び
照明部１１ｃと接続され、光源制御部２３は、制御装置３１の制御の下、白色光の他、狭
帯域光等の特殊光を照明部１１ｃに供給可能である。
【００４４】
　制御装置３１は、電源部３２、指示入力部３３、プロセッサ３４、記憶部３５及び画像
処理部３６を有する。
【００４５】
　電源部３２は、内視鏡装置２の各部に電源を供給する回路である。電源部３２は、外部
電源Ｐと接続される。電源部３２は、電源線Ｓ２を介し、バッテリー１４に電源を供給し
、バッテリー１４を充電させる。
【００４６】
　指示入力部３３は、操作ボタン等の操作具を有し、ユーザによる各種の指示入力が可能
である。ユーザの指示入力があると、指示入力部３３は、プロセッサ３４に指示入力に応
じた制御信号を出力する。
【００４７】
　プロセッサ３４は、内視鏡装置２内の各部の制御を行う回路である。プロセッサ３４は
、光源制御部２３、指示入力部３３、記憶部３５及び画像処理部３６の他、内視鏡装置２
内の各部と接続される。また、プロセッサ３４は、制御線Ｓ３を介してプロセッサ１６と
接続される。プロセッサ３４の機能は、プロセッサ３４が記憶部３５に記憶されたプログ
ラムを読み込み、実行することによって実現される。
【００４８】
　記憶部３５は、読み書き可能なフラッシュＲＯＭ等のメモリを有する。記憶部３５には
、内視鏡装置２の各部を制御するプログラム及びデータの他、本体プログラムＢも記憶さ
れる。
【００４９】
　本体プログラムＢは、内視鏡３から適合情報Ｙを取得し、適合情報Ｙを画像処理部３６
に出力して表示装置４１に表示させる。なお、内視鏡３が複数の適合情報Ｙを記憶してい
るとき、本体プログラムＢは、日付情報に基づいて、直近の適合情報Ｙを取得し、表示装
置４１に表示させてもよい。
【００５０】
　画像処理部３６は、プロセッサ３４の制御の下、画像信号線Ｓ１を介して内視鏡３から
入力された撮像信号Ｗに所定の画像処理を行い、表示画像Ｚを表示装置４１に出力する回
路である。所定の画像処理は、例えば、ガンマ補正処理、ホワイトバランス処理、輪郭強
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調処理、拡大縮小処理及びマトリクス処理である。なお、所定の画像処理は、これらの処
理の全て又は一部であってもよいし、これら以外の処理を行ってもよい。
【００５１】
　また、画像処理部３６は、プロセッサ３４から適合情報Ｙの入力があったとき、表示画
像Ｚ内の所定位置に適合情報Ｙを配置する。
【００５２】
　表示装置４１は、ＬＣＤ又はＯＬＥＤ等を有し、画像処理部３６から入力された表示画
像Ｚを表示する。すなわち、表示装置４１は、制御装置３１に接続された表示手段である
。
【００５３】
　図４は、内視鏡３及び滅菌装置５の構成の一例を示すブロック図である。図４に示すよ
うに、滅菌装置５は、滅菌処理装置５１及び情報処理装置６１を有し、内視鏡３を収容し
て滅菌を行う。
【００５４】
　滅菌処理装置５１は、ガス供給源５２、供給弁５３、チャンバー５４、排気弁５５、ポ
ンプ５６、指示入力部５７、制御部５８を有する。
【００５５】
　ガス供給源５２は、例えば、ガスタンクによって構成される。ガス供給源５２は、供給
弁５３を介してチャンバー５４と接続される。ガス供給源５２は、内部に、所定の滅菌ガ
スを収容する。所定の滅菌ガスは、内視鏡３の滅菌種に応じて予め定められる。所定の滅
菌ガスは、例えば、エチレンオキサイドガス、過酸化水素ガスである。
【００５６】
　供給弁５３は、例えば、電磁弁によって構成される。供給弁５３は、ガス供給源５２と
チャンバー５４の間に設けられる。供給弁５３は、制御部５８の制御の下、開閉を行う。
供給弁５３が開状態になると、ガス供給源５２内に収容された滅菌ガスがチャンバー５４
内に供給される。
【００５７】
　チャンバー５４は、内視鏡３を収容できるように構成される。チャンバー５４は、例え
ば、金属等を材質とした壁板によって囲まれる。壁板は、好ましくは電磁波遮蔽力に優れ
たステンレスを材質として構成することが望ましい。チャンバー５４は、開閉扉５４ａを
有する。ユーザは、開閉扉５４ａを開き、チャンバー５４内に内視鏡３を収容する。開閉
扉５４ａが閉じると、チャンバー５４内は、気密状態にされる。なお、チャンバー５４は
、複数の内視鏡３及び他の滅菌対象器具を収容できるように構成してもよい。
【００５８】
　排気弁５５は、例えば、電磁弁によって構成される。排気弁５５は、チャンバー５４と
ポンプ５６の間に設けられる。排気弁５５は、制御部５８の制御の下、開閉を行う。排気
弁５５が開状態になると、チャンバー５４とポンプ５６が連通する。
【００５９】
　ポンプ５６は、排気弁５５を介してチャンバー５４と接続される。また、ポンプ５６は
、外部排気手段Ｅと接続される。
【００６０】
　指示入力部５７は、操作ボタン等の操作具を有し、ユーザによる各種の指示入力が可能
である。ユーザの指示入力があると、指示入力部５７は、制御部５８に指示入力に応じた
制御信号を出力する。
【００６１】
　制御部５８は、滅菌装置５内の各部の制御を行う回路である。制御部５８は、供給弁５
３、排気弁５５及びポンプ５６の他、滅菌装置５内の各部と接続される。制御部５８は、
ＣＰＵ及びメモリを有する。制御部５８の機能は、ＣＰＵがメモリに記憶された滅菌制御
プログラムを読み込み、実行することによって実現される。
【００６２】
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　例えば、制御部５８が制御信号を出力して供給弁５３を開状態にすると、ガス供給源５
２の滅菌ガスは、チャンバー５４内に供給される。制御部５８が制御信号を出力して排気
弁５５を開状態にし、ポンプ５６を駆動すると、チャンバー５４内の滅菌ガスは、外部排
気手段Ｅに排気される。
【００６３】
　情報処理装置６１は、例えば、滅菌装置５上に配置された端末装置である。情報処理装
置６１は、例えば、タブレット型の端末装置であってもよい。情報処理装置６１は、第２
通信装置及び滅菌装置側通信装置である通信装置６２、表示部６３、タッチパネル６４、
プロセッサ６５及び記憶部６６を有する。
【００６４】
　通信装置６２は、プロセッサ６５の制御の下、通信装置１５と接続して通信を行う回路
である。通信装置６２は、通信装置１５から受信される電波強度が所定電波強度の範囲で
あるとき、通信装置１５と通信によって接続する。所定電波強度は、他の滅菌装置に収容
された内視鏡３と通信接続されないように、実験的又は経験的に調整され、設定される。
通信装置６２は、複数の内視鏡３と通信によって接続できるように構成してもよい。
【００６５】
　表示部６３は、プロセッサ６５から入力された情報を表示する。
【００６６】
　タッチパネル６４は、表示部６３上に重畳配置され、ユーザの指示入力が可能である。
ユーザの指示入力があると、タッチパネル６４は、制御信号をプロセッサ６５に出力する
。
【００６７】
　プロセッサ６５は、情報処理装置６１内の各部を制御する回路である。プロセッサ６５
は、通信装置６２、表示部６３及びタッチパネル６４の他、情報処理装置６１内の各部と
接続され、情報処理装置６１内の各部を制御する回路である。プロセッサ６５の機能は、
記憶部６６に記憶されたプログラムを読み込み、実行することによって実現される。
【００６８】
　記憶部６６は、読み書き可能なフラッシュＲＯＭ等のメモリを有する。記憶部１７には
、情報処理装置６１内の各部を制御するプログラム及びデータの他、情報処理プログラム
Ｃ、テーブルＴも記憶される。
【００６９】
　情報処理プログラムＣは、内視鏡３から機種情報Ｘが入力されると、機種情報Ｘがテー
ブルＴに登録されているか否かを判定し、判定結果を内視鏡３に出力する。
【００７０】
　テーブルＴには、滅菌装置５に適合する機種の機種情報Ｘが予め記憶される。
【００７１】
　すなわち、内視鏡システム１は、内視鏡３、通信装置１５、滅菌装置５、通信装置６２
、情報処理装置６１、表示部６３及び記憶部１７を備える。通信装置１５は、内視鏡３に
設けられる。通信装置６２は、滅菌装置５に設けられ、通信装置１５と通信を行う。情報
処理装置６１は、滅菌装置５に設けられ、通信装置１５と通信装置６２を経由して受領し
た内視鏡の機種情報Ｘを基に、内視鏡３が滅菌装置５に適合しているか否かを適合情報Ｙ
として判定する。表示部６３は、滅菌装置５に設けられ、情報処理装置６１により判定さ
れた適合情報Ｙを表示する。記憶部１７は、内視鏡３に設けられ、通信装置６２と通信装
置１５を経由して受領した滅菌装置５の情報処理装置６１により判定された適合情報Ｙを
記憶する。内視鏡システム１は、内視鏡３の使用時に内視鏡３が本体装置４に接続される
ことで、通信装置１５への電源供給が遮断される。内視鏡システム１は、内視鏡３と本体
装置４との接続が解除されることで、通信装置１５への電源供給が行われる。通信装置１
５への電源供給は、内視鏡３に配置されたバッテリー１４により行われる。バッテリー１
４は、内視鏡３が本体装置４に接続されることで充電される。内視鏡システム１では、内
視鏡３の使用時に内視鏡３が本体装置４に接続されることで、本体装置４が記憶部１７か
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ら適合情報Ｙを読み取る。本体装置４は、読み取った適合情報Ｙが、直前に行われた内視
鏡３の滅菌が適合していない滅菌装置５による滅菌であることを示している場合には、本
体装置４に接続された表示装置４１に警告を表示する。
【００７２】
　また、内視鏡装置２は、内視鏡３に設けられ、滅菌装置５に設けられた通信装置６２と
通信を行い内視鏡３の機種情報Ｘを滅菌装置５に送信すると共に、滅菌装置５側で判定さ
れた、内視鏡３が滅菌装置５に適合しているか否かの適合情報Ｙを受信する、通信装置１
５と、内視鏡３に設けられ、滅菌装置５から受信した適合情報Ｙを記憶する記憶部１７と
、を備える。通信装置１５は、内視鏡３の使用時に内視鏡３が本体装置４に接続されるこ
とで電源供給が遮断される。通信装置１５は、内視鏡３と本体装置４との接続が解除され
ることで、電源供給が行われる。通信装置１５は、内視鏡３に配置されたバッテリー１４
によって電源供給が行われる。バッテリー１４は、内視鏡３が本体装置４に接続されるこ
とで充電される。本体装置４は、内視鏡３の使用時に内視鏡３が本体装置４に接続される
ことで、記憶部１７から適合情報Ｙを読み取る。本体装置４は、読み取った適合情報Ｙが
、直前に行われた内視鏡３の滅菌が適合していない滅菌装置５による滅菌であることを示
している場合には、表示装置４１に警告を表示する。
【００７３】
　また、情報表示プログラムは、内視鏡３に設けられた通信装置１５から、滅菌装置５に
設けられた通信装置６２に、内視鏡３の機種情報Ｘを出力するコードと、通信装置１５と
通信装置６２を経由して受領した機種情報Ｘを基に、内視鏡３が滅菌装置５に適合してい
るか否かを適合情報Ｙとして判定するコードと、適合情報Ｙを表示部６３に表示するコー
ドと、をコンピュータに実行させる。
【００７４】
　また、情報表示方法は、通信装置１５を有する内視鏡３と、通信装置６２と、情報処理
装置６１と、表示部６３とを有する滅菌装置５と、を用意し、通信装置１５により、内視
鏡３の機種情報Ｘを通信装置６２に出力し、情報処理装置６１により、通信装置１５と通
信装置６２を経由して受領した機種情報Ｘを基に、内視鏡３が滅菌装置５に適合している
か否かを適合情報Ｙとして判定し、表示部６３により、適合情報Ｙを表示する。
【００７５】
　（動作）
　図５のフローチャートは、内視鏡システム１の内視鏡３及び滅菌装置５の情報表示処理
の流れの一例を示す。
【００７６】
　内視鏡３では、プロセッサ１６が、記憶部１７に記憶された内視鏡プログラムＡを読み
込み、実行する。滅菌装置５では、プロセッサ６５が、記憶部６６に記憶された情報処理
プログラムＣを読み込み、実行する。
【００７７】
　内視鏡３は、本体装置４と接続解除状態であるか否かを判定する（Ａ１）。内視鏡３が
本体装置４から取り外されると、プロセッサ１６は、本体装置４との信号送受信が遮断さ
れ、接続解除状態であることを検知する。プロセッサ１６は、接続解除状態が検知される
まで、Ａ１の処理を繰り返す（Ａ１：ＮＯ）。接続解除状態が検知されると、処理はＡ２
に進む（Ａ１：ＹＥＳ）。
【００７８】
　内視鏡３は、通信装置１５に電源を供給する（Ａ２）。プロセッサ１６は、バッテリー
１４から通信装置１５に電源を供給する。電源が供給されると、通信装置１５は、通信装
置６２を探索する。本体装置４から取り外された内視鏡３は、内視鏡リプロセッサによる
リプロセス処理が行われるが、リプロセス処理中に、通信装置１５が通信装置６２の探索
を開始してもよい。リプロセス処理の終了後、ユーザが、内視鏡３を滅菌装置５に移動さ
せると、内視鏡３は、通信装置６２を検出する。通信装置１５は、検出した通信装置６２
と通信によって接続される。
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【００７９】
　内視鏡３は、機種情報Ｘを出力する（Ａ３）。プロセッサ１６は、通信装置１５及び通
信装置６２を介し、プロセッサ６５に機種情報Ｘを出力する。
【００８０】
　滅菌装置５は、機種情報Ｘが入力されたか否かを判定する（Ｃ１）。プロセッサ６５は
、プロセッサ１６からから機種情報Ｘが入力されるまで、Ｃ１の処理を繰り返す（Ｃ１：
ＮＯ）。プロセッサ１６からから機種情報Ｘが入力されると、処理はＣ２に進む（Ｃ１：
ＹＥＳ）。
【００８１】
　滅菌装置５は、テーブルＴを読み込む（Ｃ２）。図６及び図７は、内視鏡システム１の
情報処理装置のテーブルＴ、Ｔａの一例を示す。図６がテーブルＴの例であり、図７がテ
ーブルＴａの例である。プロセッサ６５によって読み込まれるテーブルＴは、機種情報Ｘ
と、機種情報Ｘに対応付けられた適合又は不適合を示す適否情報を有する。なお、テーブ
ルＴは、これに限定されず、図７に示されるテーブルＴａのように、適否情報を有さず、
適合する機種の機種情報Ｘによって構成してもよい。図６及び図７は、いずれも滅菌装置
５が、機種情報Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ５に示す機種と適合し、一方、機種情報Ｘ４に示す
機種とは不適合である例を示す。
【００８２】
　滅菌装置５は、Ｃ１において入力された機種情報Ｘが滅菌装置５に適合している機種を
示している機種情報Ｘであるか否かを判定する（Ｃ３）。プロセッサ６５は、Ｃ２におい
て読み込んだテーブルＴを参照し、機種情報Ｘが滅菌装置５に適合している機種を示して
いるか否かを判定する。適合であると判定したとき（Ｃ３：ＹＥＳ）、処理はＣ４に進む
。一方、不適合であると判定したとき（Ｃ３：ＮＯ）、処理はＣ５に進む。
【００８３】
　滅菌装置５は、表示部６３に、内視鏡３が適合していることを表示する（Ｃ４）。Ｃ４
の処理の後、処理はＣ６に進む。
【００８４】
　滅菌装置５は、表示部６３に警告表示をする（Ｃ５）。
【００８５】
　滅菌装置５は、判定結果を有する適合情報Ｙを出力する（Ｃ６）。プロセッサ６５は、
通信装置６２及び通信装置１５を介し、Ｃ３における適合又は不適合のいずれかの判定結
果有する適合情報Ｙを内視鏡３に出力する。適合情報Ｙには、現在の日付情報及び予め設
定される滅菌装置５の機種名が含まれてもよい。Ｃ６の処理が終了すると、情報処理プロ
グラムＣの処理は終了する。
【００８６】
　プロセッサ１６は、情報処理装置６１から入力された適合情報Ｙを記憶部１７に記憶す
る（Ａ４）。Ａ４の処理が終了すると、内視鏡プログラムＡの処理は、終了する。
【００８７】
　図８のフローチャートは、内視鏡システム１の内視鏡装置２の情報表示処理の流れの一
例を示す。
【００８８】
　内視鏡３では、プロセッサ１６が、記憶部１７に記憶された内視鏡プログラムＡを読み
込み、実行する。本体装置４では、プロセッサ３４が、記憶部３５に記憶された本体プロ
グラムＢを読み込み、実行する。
【００８９】
　内視鏡３は、本体装置４と接続状態であるか否かを判定する（Ａ１１）。内視鏡３が本
体装置４に取り付けられると、プロセッサ１６は、プロセッサ３４と信号送受信が可能に
なり、接続状態であることを検知する。プロセッサ１６は、接続状態が検知されるまで、
Ａ１１の処理を繰り返す（Ａ１１：ＮＯ）。接続解除状態が検知されると、処理はＡ１２
に進む（Ａ１１：ＹＥＳ）。
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【００９０】
　内視鏡３は、通信装置１５の電源の供給を遮断する（Ａ１２）。プロセッサ１６が電源
の供給を遮断すると、通信装置１５は、動作を停止する。
【００９１】
　内視鏡３は、バッテリー１４の充電を開始する（Ａ１３）。プロセッサ１６は、制御信
号を出力し、バッテリー１４に充電を開始させる。
【００９２】
　内視鏡３は、本体装置４に適合情報Ｙを出力する（Ａ１４）。プロセッサ１６は、記憶
部１７に記憶された適合情報Ｙを読み出し、プロセッサ３４に出力する。適合情報Ｙを出
力すると、内視鏡プログラムＡの処理は、終了する。
【００９３】
　本体装置４は、適合情報Ｙが入力されたか否かを判定する（Ｂ１１）。プロセッサ３４
は、プロセッサ１６から適合情報Ｙが入力されるまで、Ｂ１１の処理を繰り返す（Ｂ１１
：ＮＯ）。プロセッサ１６から適合情報Ｙが入力されると、処理はＢ１２に進む（Ｂ１１
：ＹＥＳ）。
【００９４】
　本体装置４は、適合情報Ｙを表示する（Ｂ１２）。適合情報Ｙが入力されると、プロセ
ッサ３４は、適合情報Ｙを画像処理部３６に出力する。画像処理部３６は、表示画像Ｚの
所定位置に適合情報Ｙを配置し、表示画像Ｚを表示装置４１に出力する。表示装置４１は
、適合情報Ｙが配置された表示画像Ｚを表示する。適合情報Ｙを表示すると、本体プログ
ラムＢの処理は、終了する。
【００９５】
　これにより、チャンバー５４が、電磁波遮蔽力に優れた壁板に囲まれ、かつ、通信装置
６２が、所定電波強度の範囲にある通信装置１５と通信を行い、他の滅菌装置に収容され
た内視鏡３との通信接続を防止する。したがって、滅菌装置５は、ペアリング作業を行わ
なくても、他の内視鏡と混線することなく、滅菌処理の対象となる内視鏡３と通信によっ
て接続可能である。
【００９６】
　また、内視鏡３を本体装置４に取り付けると、通信装置１５の駆動が停止し、バッテリ
ー１４の充電が開始される。したがって、被検体に挿入する際、通信装置１５は、駆動が
停止して撮像信号Ｗにノイズを与えず、また、バッテリー１４が自動的に充電される。一
方、内視鏡３が本体装置４から取り外されると、通信装置１５は、自動的に駆動が開始し
、滅菌装置５と通信によって接続される。
【００９７】
　また、滅菌装置５は、内視鏡の機種情報Ｘを取得し、内視鏡３が適合しているか否かを
判定し、判定結果を有する適合情報Ｙを表示部６３に表示することができる。ユーザは、
表示部６３に表示された適合情報Ｙを目視し、内視鏡３が滅菌装置５に適合していること
を確かめることができる。
【００９８】
　また、適合情報Ｙが内視鏡３に記憶され、内視鏡３が本体装置４に接続されると、表示
装置４１は、内視鏡３から取得した適合情報Ｙを表示する。ユーザは、表示装置４１に表
示された適合情報Ｙを目視し、適合した滅菌装置５によって内視鏡３が滅菌処理されたこ
とを確かめることができる。
【００９９】
　実施形態によれば、内視鏡システム１は、より簡便に、滅菌装置５が内視鏡３の機種に
適合しているか否かを確かめることができる。
【０１００】
　（実施形態の変形例）
　実施形態では、制御部５８とプロセッサ６５が接続されないが、互いに接続されてもよ
い。変形例の説明では、実施形態と同じ構成については、説明を省略する。
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【０１０１】
　制御部５８は、プロセッサ６５と有線又は無線によって接続される（図４の２点鎖線）
。
【０１０２】
　判定結果が不適合を示すとき（図５のＣ３：ＮＯ）、プロセッサ６５は、制御部５８に
制御信号を出力し、滅菌処理の禁止を指示する。
【０１０３】
　これにより、実施形態の変形例では、不適合な内視鏡の滅菌処理を防止可能である。
【０１０４】
　なお、実施形態及び変形例では、情報処理装置６１は、滅菌処理装置５１の外部に設け
られるが、滅菌処理装置５１と情報処理装置６１は、一体であってもよい。
【０１０５】
　なお、実施形態及び変形例では、滅菌装置５は、滅菌ガスによって滅菌処理を行うが、
液体によって滅菌処理を行ってもよい。
【０１０６】
　なた、実施形態及び変形例では、内視鏡３と情報処理装置６１は、予めペアリングされ
ていないが、予めペアリングしてもよい。
【０１０７】
　なお、実施形態及び変形例では、適合情報Ｙが適合又は不適合のいずれの場合にも表示
するが、本体装置４は、異常がないときには表示を行わず、異常があったときにユーザに
警告できるように、適合を示す適合情報Ｙを非表示にし、不適合を示す適合情報Ｙを表示
するように構成してもよい。
【０１０８】
　なお、実施形態及び変形例では、通信装置６２が情報処理装置６１内に設けられるが、
チャンバー５４内に設けられてもよい。
【０１０９】
　本実施形態における各手順の各ステップは、その性質に反しない限り、実行順序を変更
し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい。さらに、本実
施形態における各手順の各ステップの全てあるいは一部をハードウェアにより実現しても
よい。
【０１１０】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【０１１１】
１　　 内視鏡システム
２　　 内視鏡装置
３　　 内視鏡
４　　 本体装置
５　　 滅菌装置
１１　 挿入部
１１ａ 湾曲部
１１ｂ 先端部材
１１ｃ 照明部
１１ｄ 撮像部
１２　 操作部
１３　 信号処理部
１４　 バッテリー
１５　 通信装置
１６　 プロセッサ
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１７　 記憶部
１８　 ユニバーサルケーブル
１９　 スコープコネクタ
２１　 光源装置
２２　 本体側コネクタ
２３　 光源制御部
３１　 制御装置
３２　 電源部
３３　 指示入力部
３４　 プロセッサ
３５　 記憶部
３６　 画像処理部
４１　 表示装置
５１　 滅菌処理装置
５２　 ガス供給源
５３　 供給弁
５４　 チャンバー
５４ａ 開閉扉
５５　 排気弁
５６　 ポンプ
５７　 指示入力部
５８　 制御部
６１　 情報処理装置
６２　 通信装置
６３　 表示部
６４　 タッチパネル
６５　 プロセッサ
６６　 記憶部
Ａ　　 内視鏡プログラム
Ｂ　　 本体プログラム
Ｃ　　 情報処理プログラム
Ｅ　　 外部排気手段
Ｌ　　 光ファイバ
Ｐ　　 外部電源
Ｓ１　 画像信号線
Ｓ２　 電源線
Ｓ３　 制御線
Ｔ　　 テーブル
Ｔａ　 テーブル
Ｗ　　 撮像信号
Ｘ　　 機種情報
Ｙ　　 適合情報
Ｚ　　 表示画像
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